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〇令和 6年 9月定例役員会 

日 時  9月 14日（土）14:00～16:00  

場 所  市民センター    

〇東京三多摩支部関連 

東京三多摩支部大会 

8月 31日（土）  多摩センター リンクフォレスト ホール   出席者：山本 岩男 他 

 

真夏の祭典「納涼会」開催のご案内 第 2弾 

 

お楽しみのアトラクションは「越中おわら風の華東村山社中」の出演に決まりました 

「あなたにとっての早稲田とは」というテーマを掲げ、ご披露いただくことも計画しています 

 

日 時：8月 24日（土）14：00～16：30  受付 13：30～ 

会 場：サンパルネ・コンベンションホール  東村山駅西口 ワンズタワー2階 

会 費：会員 4,000円  会員同伴者 2,000円 

 

「納涼会」の概要案内は稲門会ニュース 7 月号にてお知らせしておりますが、開催日が

真近に迫りましたので、その出欠のご確認と、アトラクション出演は「越中おわら風の華

東村山社中」に決定したご案内です。 

富山市八尾の町が、9 月 1 日から 3 日間で 25 万人の観光客を集めて、越中おわら節一

色に染まります。「おわら風の盆」に魅せられた女性同志が、市の中央公民館で稽古に励

み、市の文化祭の舞台や地域で行われる様々な催し等にも参加されております。八尾に

出向き、本場の踊りに直接接する研鑽も積んでおられます。おわら節の哀切感に満ちた

旋律にのって、女性踊り手が繰り広げる哀愁を帯びた洗練された演舞を、どうぞお楽し

みください。 

また市内居住の学生をも招待し、早稲田祭 2024運営スタッフの参加も予定しています。この機会に会

員皆様がさらに親睦を深め、現役学生との交流の輪を広げることを願っております。 

昨年・一昨年の納涼会で大好評だった「シャインマスカット」のお土産も準備します。 

なお、当日のキャンセルは費用が発生しますので、後日会費をいただくことをご了承ください。 

７月号ニュースに同封の「納涼会出欠返信ハガキ」をご投函いただき、ありがとうございました。まだ

ご投函されていない方も、参加のご返信をお待ちしております。 

お問い合わせは小森敏孝まで「お問い合わせフォーム」からお願いします。 

（小森 敏孝 記） 
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第 120回 市民雑学講座報告 

演題：「米国大統領選挙とアメリカ社会 ―― 政治の『分極化』と社会の『分断』 

 

講師：生井 英考氏（アメリカ文化学者・元立教大学教授） 

日時：6月 15日（土）14:00～16:00  会場：サンパルネ・コンベンションホール 

講師の生井英考先生は慶応大学文学部を卒業し、ICP-バード芸術

研究課程芸術研究科に学ばれています。共立女子国際大学国際学

部教授を経て、立教大学社会学部メディア社会学科長や同大学ア

メリカ研究所所長を歴任、2000年から『読売新聞』で「デザイン

季評」の連載を 20年にわたり行い、同新聞社の書評委員を務めて

いらっしゃいます。翻訳では「バベル国際翻訳大賞」の文学部門

賞を受賞され、現在立教大学アメリカ研究所勤務です。 

当日は先生のご事情にて講演開始時刻が 10分近く遅くなりまし

たが、司会の平井幹事による開催宣言、諸注意の説明、町田副会 

長の挨拶、上町幹事による先生のご紹介。そして、急遽会員で早稲田大学理事であった井原さんから当時の

現役の米国大統領クリントン氏がヒラリー夫人同伴で来日中、早稲田大学に来訪したお話などジェスチャー

を交え細やかに再現してくださいました。会場内は笑いに包まれたり、驚いたり、場が沸いて出席者のみな

さんにとても好評でした。 

今年 11月の大統領選挙を前にして、アメリカ社会が現在「南北戦争以来」とさえ形容されるほど深刻な

「分断の危機」にあるといわれていることが、生井先生から詳しく語られました。この状態は 8年前の大統

領選挙以来のことだそうです。 

けれど、政治対立（とりわけ二大政党間）が激化しているのは確かだとしても、それはただちに社会の分

断と等しいといえるのか。この問題意識を軸に講演は行われました。 

講演では 2000年のアメリカ大統領選挙時に、民主党のアルバ

ート・ゴア候補（当時副大統領）と共和党のジョージ・W・ブッ

シュ候補のあいだで戦われた選挙がすぐに決着がつかず、「前代

未聞」と呼ばれた膠着状態で最高裁の裁定をあおぐ事態に至っ

た経緯を再検討しました。そして当時、政治の分極化が極まっ

たのにもかかわらず、社会の秩序は平然と維持され、「分断」状

態が起こらなかったことが確認されました。政治の分極化

(Political Polarization) と社会の分断(Social Division)は

異なる現象であるとのことです。 

 

本講演は生井先生による社会学的なこの分析をふまえ、政治的 

分極化を示す各種の世論調査をもとに、「分極化」と「中道」の関係をさらに考察し、今日のアメリカ政治

の現状と構造、ならびに社会的「分断」を考えるものとなりました。 

講演から約１か月後の米国時間 7月 13日にトランプ元大統領が銃撃され、死傷者３名を出すショッキン

グで許しがたい事件が起きました。今回生井先生から「米国大統領選挙とアメリカ社会」の歴史的背景を

説明していただいていただけに、なおさらに注意深い考察が必要であると感じさせる講演でした。 

◎来場者数 92名（市民等 60名 会員・ご家族 32名） 

会員名（敬称略） 青山、阿部茂、阿部淳也、井原、大内、岡田、小田、風間、加藤、上町、鴨田、紅松喬、

紅松(容)、黒田夫妻、小林(裕)、崎山、佐久間、副島、髙橋(正)、滝川、滝来(洋)、田口、當間、 

戸田、富澤、平井、藤井、真泉、町田(光)、三宅、宮元夫人  

（上町 弓子 記、佐久間 卓 写真） 
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第 121回市民雑学講座のご案内 

演題：生活の質を向上させるための疲労回復のルール 
 

講師：福田 英宏氏 (株)Recovery Adviser代表取締役・早稲田大学招聘研究員 

日時：9月 21日（土）14：00～16：00 

会場：サンパルネ・コンベンションホール 

 

ストレスの多い時代を生きる私たちにとって、休養を取り、疲労を回復し

て健康な心身を保つのは大変重要です。しかし、どうすればよいのか断片的

な情報は多くても、総合的な知識や方法について知る機会は、実はなかなか

ありません。 

今回ご講演いただく福田英宏氏はプロアスリートや企業に対する「疲労回

復の専門家」として活躍しておられ、早稲田大学エクステンションセンター

でも講座を担当されました。 

人が疲労を感じるメカニズムから解き明かし、最も効果的な睡眠、入浴、

栄養の取り方など、身体を休めてエネルギーを取り戻し日常生活の質を上げ 

るために有効な方法を、具体的にかつ徹底的に解説していただきます。ぜひ日々の生活改善にお役立てく

ださい。 

福田英宏講師の紹介 

早稲田大学大学院スポーツ科学研究科修了、(株)Recovery Adviserを立ち上げ、「休養」「疲労回復」の

専門家として多くのアスリートやスポーツチーム、競技団体の競技力向上をめざした休養サポートを行っ

て来た。自身も学生時代は水泳競技に打ち込み、大学卒業後はトライアスロン日本選手権や日本山岳耐久

レースに出場した。 

現在は睡眠改善インストラクター（日本睡眠改善協議会認定資格）、温泉入浴指導員（厚生労働省規定資

格）の資格を有し、疲労回復に着目したコンサルタントとして活躍中。 

 

申込は黒田宛て、「お問い合わせフォーム」から、 

9月 17日（火）18:00までにお願いいたします。応募をお待ちしております。 

（真泉 順一 記） 

 

7月 13日（土）役員会の概要報告 

 

１．行事関連 

①納涼会（8月 24日（土）） 

・会費（4,000円）および会からの会計援助金額を確認した。 

・校友会経由で市内在住学生に招待メールを発信した。早稲田祭実行委員も参加する。 

②お誕生会（8月 10日（土）） 

・対象者 54名の内、9名の方から出席の返信があった。 

③市民雑学講座（9月 21日（土）） 

以下の内容で決定した。 

・演題「生活の質を向上させる為の疲労回復」 講師：福田 英宏氏 

④市民雑学講座（6月 15日（土）） 

・講師の遅刻があったが、井原さんが“理事時代のエピソード”でカバーしてくださり好評であっ

た。 

（次ページへ続く） 
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（前ページより） 

２．HPコンテンツの改訂 

・5月末から作業を開始して、現在は最終的な確認を行っている。 

３．各種会議出席報告 

下記の会議の出席報告があった。 

・大学商議員会（７月 6日（土））    山本会長、大内相談役が出席。 

大学運営等の報告があった。 

・西東京稲門会総会（6月 16日（日）） 山本会長、町田副会長兼事務局長が出席。 

講演会は「能登半島地震に学ぶ西東京市の防災」。 

地域社会に貢献（“寺子屋”を開講している）。 

・東大和稲門会（6月 16日（日））   小野副会長、大内相談役が出席。 

講演会は上田会長が講師を務めた 「早稲田界隈をうたった流行歌」。 

 ４．同好会活動 

ウオーキングの会は新世話人が真泉順一さん、杉本優さんとなったが、11 月 7 日（木）開催で企画

中。 

５．その他 

総会（11月 24日（日）） 

・総会後の講演会講師を渡部市長にお願いする。 

稲門祭記念品販売 

・7月号ニュースと一緒に記念品販売のパンフレットを封入。当会のノルマもあるため、広く会員の

皆様のご協力を得る。 

7 月 4 日（木）12:30 より社会福祉センターにて例会を開催しました。

今回は在籍会員 14 名中、参加者 11 

名と盛況でした。頃合いを見て、 

稲門会ホームページに掲載予定の 

写真撮影を実施しました。 

今回、紅一点の髙橋文子さんは撮影には間に合わ 

ず残念でした。撮影終了後は和気あいあい 

と自由対局を楽しみました。 

＊参加者 11名（敬称略）： 

青木淳、阿部茂、荻野、一色、杉本、髙橋(文)、 

田島、千葉、堀田、町田(光)、吉澤   

＊次回例会 

8 月 9 日（金）12:30～16:30 社会福祉センター 第 1 会議室 

9 月 5 日（木）12:30～16:30 社会福祉センター 第 1 会議室 

多数の参加者を期待しています。 

（青木 淳 記・写真） 

世話人：青木 淳 

＜対局者：左 荻野、右 堀田。 後列：左から一色、 

杉本、千葉、吉澤、田島、町田(光)、阿部茂＞ 
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第 96回大会の結果ご報告 

6月 30 日(日)、梅雨入りはしましたが、蒸し暑い中、4 名 1 卓で開催しました。会場の

雀荘 サロン「園」は、コロナ禍の時と同様アクリル板の衝立で麻雀台を区切っており、

感染対策は万全で、安心して対戦できました。田口、澤村、阿部茂、工藤での開催となり、

和気あいあいの中にも緊張感を持った対局の中、阿部さんが優勝、田口さんが準優勝。 

その後、都合の良いメンバーにより、東村山駅前の 

居酒屋で恒例の懇親会とあいなりました。 

＊第 97 回大会のご案内 ： 9 月 8 日(日) 12:30～サロン「園」 

(394-4444)にて実施予定 会費 4,000 円 

9 月は、できれば 2 卓で盛大に開催したいと思います。世話人で 

もある阿部さんが優勝する回が多いような気がします。我こそはと 

思う人、是非参加をお願いします。会費(雀荘代金)以外の費用もか 

かりません。頭と指を使う麻雀は脳トレや認知症予防にも効果があ 

るとも言われています。初心者の方も安心してご参加ください。 

＊締 切 ： 8 月 25 日(日)までに、世話人の阿部または工藤までご連絡ください。 

（工藤 崇士 記・写真） 

世話人：阿部    茂  

工藤 崇士  

ラクビ―関東大学対抗戦のお誘い 

早帝戦 11 月 3 日(日祝)･早慶戦 11 月 23 日(土祝)･早明戦 12 月 1 日(日) 

兼 関東大学春季交流大会のご報告 

ニュース原稿締切前日の 7 月 17 日に関東大学ラグビー対抗戦 A グループの試合日程が公表されました。
チケットは例年ラグビ―蹴球部を介して購入しております。昨年度は、11 月分（早慶、早帝戦）、12 月分
（早明戦）のそれぞれの蹴球部のメ－ル案内が 9 月 6 日に来て、申込期限が 9 月 14 日でした。参加者のチケ
ットは可能な範囲で事前に手渡しを致しました。昨年の申込は、ラグビー蹴球部チケット受付係から指定さ
れた申込フォームに必要事項を入力するという方法で、チケットは世話人へ送付されるという形式でした。
本年も同様の日程・申込方法であると思われますので、8 月号ニュースで案内致します。11 月分、12 月分と
も 9 月 10 日迄に「お問い合わせフォーム」から田邉宛（富澤、小森）又は電話で連絡願います。観戦場所は
今年はメインスタンド（昨年はバックスタンド）長手側の指定席にしたいと考えております。理由は、昨年
の国立競技場のバックスタンドでは日光が眩しく観戦しにくかったからです。チケットの金額は 4,5 千円程
度です。確定情報は 9 月号で再度案内を致します。 
なお、下記表は、4 月 28 日～6 月 23 日に行われた関東大学春季大会 A グループの試合結果です。早稲田

は、帝京に敗れたものの、明治に勝利し 2 位です。今年は有望な新人が入部したとの情報がありますので、
菅平合宿で課題を克服し力をつけて秋季大会に臨んでくれるものと期待しております。 

フレーフレー早稲田。皆さん応援に行きましょう。 

 

関東大学春季大会 Aグループ（対抗戦・リーグ戦上位 3校）結果） 

 帝大 1位 早大 2位 明大 3位 東海 4位 流経 5位 法政 6位 

帝大 1位  60○7 24△24 34○7 57○19 61○7 

早大 2位 7●60  36○26 59○26 68○7 52○14 

明大 3位 24△24 26●36  40○38 89○38 90○26 

（田邉 正史 記） 

 

担当世話人：田邉 正史  
世話人：小森  敏孝  

富澤  文雄  
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-例会開催報告 - 

-６月中旬～７月中旬の活動 - 

6 月 17 日(月)：9 名が参加するも途中退場者が多く、12 時過ぎに切り上げた。6 月 23 日(日)：梅雨入り

早々の強雨のため中止。6 月 26 日(水)：5 名参加予定が当日になって 4 名に減。4 試合行い 12 時に切り上

げた。例会は 9 時から 4 時間の開催を原則としているが、最近では 3 時間前後で切り上げるケースが多

い。メンバーの高齢化による体力問題、故障者の発生に伴う参加者の減少が主要因。6 月 29 日(土)：前日

の雨の影響で 9 時～11 時はコートを使用できず中止。このためか 11 時～13 時も参加希望者が少なく中

止とした。7 月 1 日(月)：雨のため 11 時前に引き揚げた。7 月 5 日(金)：11 時～15 時を予定していたが熱

中症アラートが発表されていたため 13 時で終了。7 月 7 日(日)：前回に引き続き熱中症アラートが発表さ

れた。5 名で 2 時間練習(4 試合含む)し 11 時にコートを後にした。7 月 10 日(水)：日差しがなく暑さもそ

れ程感じられず、久々に 4 時間近く練習できた。7 月 15 日（月）：午前 6 時頃から強い雨が降り、コート

は水浸しだった。コートブラシとタオルを用いて約 30 分水抜きをして練習開始した。この一月は梅雨と

熱中症警戒アラートに翻弄された。 

６月実績 
開催回数 総参加者 開催時間 1 回当り平均参加者 

６回 １８時間 ４５人 ７．５人 

世話人：吉田 劭文  

６/23 ― ― 雨天中止 

６/29 ― ― 雨天中止 

開催日 

 

時間 人数 参加者名（五十音順・敬称略） 

６/17 ３H ９ 黒田・定方・田島・富澤・野村・平井・安井・𠮷田勝・吉原 

６/26 ３H ４ 田島・野村・平井・𠮷田(劭) 

７/１ ２H ７ 黒田・定方・滝来(京)・田島・平井・山口(修)・吉田(劭) 

７/５ ２H 6 黒田・定方・當間・山口(修)・吉田(劭)・吉原 

７/７ ２H ５ 滝来(京)・田島・山口(修)・吉田(劭)・吉田勝 

7/10 ４H ６ 黒田・定方・富澤・平井・𠮷田(劭)・吉田勝 

7/15 ２H ８ 定方・滝来(京)・田島・千葉・野村・平井・吉田(劭)・吉田勝 

コロナ以降中断した対面によるカラオケ例会第 23 回目 

第 23 回例会を 7 月 18 日(木)に多摩湖ふれあいセンターで開催しました。梅雨開けの猛

暑の中、冷房の効いた部屋でビール等を交え 2.5 時間熱唱が間断なく続きました。3 名が

全員 11 曲を歌い上げました。4 月例会の 10 曲を抜く記録となりました。雑談の中で驚い

たのは 10 年掛けて阿部ご夫妻が自転車で「奥の細道」を探索した話でした。阿部茂：古

城、新潟ブルース、君は心の妻だから、風雪ながれ旅、僕は泣いちっち、哀愁のからま 

つ林、粋な別れ、面影、コモエスタ赤坂、ここに幸あり、赤いグラス。田邉：旅人よ、星影のワルツ、赤

いハンカチ、潮来笠、万里の河、昔の名前で出ています、襟裳岬、中の島ブルース、逢わずに愛して、ラ

ブユー東京、有楽町で逢いましょう。黒田：帰って来いよ、また逢う日まで、学園広場、函館の女、人生

いろいろ、河内おとこ節、君こそわが命、惜別の唄、あざみの歌、柳ヶ瀬ブルース、昭和ブルース。 

次回以降の開催日は 8 月 15 日(木)・9 月 19 日(木)、いずれも 14:00～17:00、多摩湖ふれあいセンター。 

室内履き持参。必要ならお茶お水持参。なお、参加費として当日 500 円いただきます。 

（黒田 祐司 記） 

世話人： 黒田 祐司  

髙橋 文子・荒巻 優之 
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6 月 30 日第 79 回 参加者 10 名(敬称略)：赤荻(元会員夫人)・市川(彰)夫人・上(素) 

崎山・田代・三宅・吉澤夫妻・大森夫妻 

今回吉澤夫人が会を見学され 10 名の参加となりました。参加者に唐松格堂先生による隷書

「禮器碑」の折手本(コピー)が配布されました。その隷書と今迄配布した手本のいずれかを学びまし

た。隷書は初めてなので筆法が判らず戸惑っていた様でしたが、田代氏とともに基本を説明、理解され

実践することで新しい感覚を得たようでした。 

途中田代氏より本年末を目途に有志は好きな言葉を 

書体で色紙に書くよう奨められました。期待したいと 

思います。そして新たな一名のご入会も楽しみです。 

＊第 81回開催日 8月 31日(土) 

＊第 82回開催日 9月 29日(日) 

○開催日：毎月末日。 

但し、公民館は月曜日が休館の為、 

月末が月曜日の時は前日(日曜日） 

○開催時間：午後 3 時 40 分～5 時 

○開催場所：萩山公民館 

 

世話人：大森 平八郎  

 

夏は暑いのが当たり前ですが、今年はことに暑い日が続き食欲まで落ちてしまいそ

うです。こんな時に涼やかでおいしいのが夏菜や胡瓜を使ったサラダですね。星野立子

さんの「美しき緑走れり夏料理」という句が頭に浮かびます。さて、6 月の第 134 回稲

酔句会は小久保野火児さんに初参加いただき 7 名で開催致しました。下の写真はその

時に撮ったものです。（今後 HP に掲載予定です。）今回の最高得点句は次のねここさん

のファンタジーあふれる作品となりました。 

もらうなら虹色の猫アマリリス    ねここ 

一平さんの評： 「もらうなら虹色の猫」の措辞は猫好きならずともファンタスティックで心地良く、

最高得点句に相応しい。残念なのは、「猫の虹色」に「アマリリスの鮮明な緋色」という「色つながり」

の季語をもってきたことで互いの効果を消し合っているようにも見える点だ。色を感じさせない何かを

季語にもってくればさらに良い句になったと思う。 

次回の第 135 回稲酔句会は 8 月 22 日（木）13:00（社会福祉センター）を予定しています。 

俳句に興味、ご関心のある方は副島（そえじま）までご連絡ください。 

（副島 鶴来 記） 

世話人：黒田  祐司   
副島 健   
中沢 義則 

鶴来       泰山       柿黒     野火児        一平          豆乳       ねここ 

 



同好会だより   第 319号 

―8― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6 月 21 日（金）市民センターで第 102 回の会を開催しました。 

1.雑学英語 担当 宮元 

「最後はなぜかうまくいくイタリア人」（宮嶋勲氏著より） 

待機主義という生き方を学ぶ。 

綿密な計画を立ててそれを遂行するということは、それ以外の可能性をつぶしてしまう可能性がある。訪

れてくれるであろう多くの幸運の女神を、あらかじめ拒否してしまう恐れがあるのだ。だから心を無にし

て、フリーハンドで、アンテナだけを敏感にして、その時々のチャンスをつかまえていく。努力して報わ

れる可能性が低い社会では、間違っていない人生処方だ。 

2. Listening and Reading（VOA より）   担当 山本 

Biden Places New Restriction on US Southern Border 

ジョー・バイデン大統領は、米国に不法入国する移民の数を一時的に制限する大統領令を発表した。米国

南部の国境を不法に越えた人は、滞在を許可されるべき特別な理由がない限り、亡命の資格がないとして

いる。米国国境警備隊は 5 月 20 日に 3,000 人の逮捕を記録し、5 月の最初の 21 日間には 1 日平均 3,700

人の逮捕を記録した。「これらの措置は難民制度を強化し、正当な申請のない人々によって難民制度が壊

されることを防ぐだろう」と国土安全保障省当局者は述べた。 

3.雑学英語 担当 黒田 

アメリカのジョーク集：ジョークの違いから文化が見える！  第 33 回 

Juneteenth.は June と Nineteenth の混成語、「奴隷解放の

日」としても知られ、6 月 19 日は祝日である。Lincoln

大統領は南北戦争中である 1862 年 9 月に mancipation 

Proclamation 奴隷解放宣言を発し南部連合の支配地域に

おける奴隷制を非合法化していた。しかし南北戦争終結

後もテキサス州ではその施行は緩慢だった。そこで北軍

の Gordon Granger 将軍がテキサス州 Galveston で 1865 年

6 月 19 日にそれまでにテキサス州で奴隷身分とされてき

た全ての人々は自由であるとする連邦政府からの命令を

発令させた。その事を記念するものである。21 世紀には 

米国の多くの都市で祝われていた。今更 150 年前の出来事を祝日にした背景は下記です。2020 年に白人

警官による首の圧迫により黒人の George Floid の死を契機に全土で活発になった Black Lives Matter 運動

が発生、それが大いに影響した。 遂にバイデン大統領が署名し 2021 年 6 月 17 日に 11 番目の連邦の祝

日となった。幼児曰く「Juneteenth は父の日と同じ週末と重なる。だから黒人も白人もバーベキューでき

るのだ。」注：父の日は 6 月第 3 日曜日で年によってはその週末に 6 月 19 日が重なる場合がある。米国

人は夏の集まりに手軽な野外のバーベキューが大好き。公園には無料のバーベキュー設備、家庭にもバ

ーベキューセットを常備しており自宅の芝生、バルコニーでパーティーを行う。 

参加者 3 名（敬称略）宮元、黒田、山本 

8 月以降の開催日  8 月 16 日（金）14:00～16:30 市民センター 

9 月 20 日（金）15:40～18:30 萩山公民館 

（山本 岩男 記） 

世話人：山本 岩男   
黒田 祐司  
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自然のなかでの昼飯が楽しみ 
上 幸雄（昭和 47 年教育。小平市在住） 

現役から離れたら組織や社会への迎合は止め、勝手気ままな一人旅ががぜん多

くなった。自然の中にはやはり八百万の神がいるようで、神の力を借りて積もり

積もった雑念を払い、弁当で腹を満たし心鎮める。自由に時間を使うことに全力

を傾け、平日に朝から散歩し、山に登り、時には長旅に出かけ、街中では映画や

コンサートに出かける。 

年中行く高尾山や御岳山などの奥多摩方面に飽きると、鎌倉を目指す。先日は

北鎌倉で下車し、東慶寺から長谷寺に向うハイキング道を歩いた。ここなら人気

の鎌倉といえども、それほど人も多くない。大仏前からの人で込みあう道を抜け

ると由比ガ浜だ。初夏のカンカン照りの中、日陰を探すが見当たらない。やっと

のことで、浜に揚げられている小さな漁船の下に日陰を見つけて、もぐり込み、 

コンビニで購入したサンドイッチをほおばる。と、晴天だというのに、頭から水が降ってきた。どうやら、船

主が船の陰に人がいるのに気づかず、ホースで船の掃除を始めたようだ。私がワーッと声を上げたので気づい

たが、見知らぬ同士の二人は大笑いし、それで幕。 

それから浜を 30 分も歩くと服も体も乾ききった。駅近くの５時開店の居酒屋に行くにはまだ早い。バスで

鎌倉駅に戻り、北口にあるガーデン喫茶で 5 時までコーヒー１杯で粘る。さて 5 時になった。小町通を一歩入

った居酒屋で、新鮮な地元産のアジを肴にクラフトビールを味わう。鎌倉を満喫したら、あとは湘南新宿ライ

ンに乗れば、目が覚めるころには、新宿に着くはずだ。盛り沢山の一日は終わる。次は鎌倉の小坪湾で獲れた

ての魚を買うか、小田原で名物あんパンを買うか、それとも、八ヶ岳南麓で畑仕事をして土と戯れるか。かく

て私の気ままな自由な日々は過ぎていく。 

早稲田大学ＯＢ会東村山稲門会 会員の皆様 
山森 貴司（平成 7 年商。萩山町在住） 

改めまして、私は山森貴司と申します。このたびは貴重な機会を賜り、心より

感謝しております。 

私は 30 歳の時に、サラリーマンから一念発起してフリーアナウンサーとなり

ました。その後、J スポーツや群馬テレビの局アナウンサーとして、主にスポー

ツ実況の仕事に携わってきました。アナウンサーとしての思い出の一つは、中日

ドラゴンズの優勝ビールかけ中継でレポーターを務めたことです。選手たちの

喜びの表情を間近で捉えられたことは、私にとって大変貴重な経験となりまし

た。また、高校サッカーのレポーターを担当した際には、熱心な観客の方々の声

援に包まれ、会場の熱気に圧倒されたことを覚えています。その後はニコニコ動

画で平昌五輪のメイン実況を担当し、会場に行けない視聴者の方々にも熱中 

してもらえるよう、全力で実況に取り組みました。 

早稲田大学出身のアナウンサーは多数いらっしゃいますが、私のような道のりを歩んできた者は珍しいか

もしれません。しかし、これまでの経験で培ってきた熱意と情熱を持って、これからも精一杯頑張ってまいり

たいと思っております。 

アナウンサーを退職した後は、映像や出版の分野で、いわばプロデューサーとは名ばかりの何でも屋を経験

してきました。現在は起業して映像制作や広告代理の仕事に取り組んでいます。実力不足で悩みながらも、

日々懸命に頑張っているのが現状です。クリエイティブの企画立案やクライアントのニーズに的確に応える

スキルが不足しており、競合他社との差別化も難しい状況です。また、制作工程や予算管理の難しさにも苦労

しています。しかし、これまでの経験を活かし、一つ一つ着実に力をつけていきたいと考えています。 

先輩方におかれましては、どうぞ温かく見守っていただけますと幸いです。 
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今月号には、市民雑学講座の記事が 2 件掲載されている。第 120 回の報告と、9 月 21 日開
催予定の第 121 回「生活の質を向上させるための疲労回復のルール」の案内。健康関連は、 

毎回人気のテーマである。市民雑学講座は、「東村山市の文化向上に寄与する」という当稲門会
の目的に沿った伝統のイベント。第 1 回は平成 11 年（1999 年）1 月開催で、以来年 6 回から 4
回開催されてきた。創立 25 年記念誌やホームページに記録が残されているので、ご興味ある方
は覗いてみてください。         （藤井 省 記 ） 

次号の締め切りは 8 月 22 日（木）です。皆様の投稿をお待ちしています。 
送付先 藤井 省 および 伊藤 栄  ホームページ 
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日 曜 時  間 場　所 日 曜 時  間 場　所

－ － － － － － － －
真　泉
杉　本

－ － － － － － － － 阿部茂

2 金 11:00～15:00 運動公園Ｃ 2 月 9:00～13:00 運動公園Ｃ

7 水 9:00～13:00 運動公園Ｃ 6 金 11:00～15:00 運動公園Ｃ

14 水 9:00～13:00 運動公園Ｃ 11 水 9:00～13:00 運動公園Ｄ

17 土 9:00～13:00 前川公園C 15 日 9:00～13:00 前川公園Ｅ

25 日 11:00～13:00 前川公園Ｅ 18 水 9:00～13:00 運動公園Ｃ

9 金 12:30～16:30 社会福祉センター第1会議室 5 木 12:30～16:30 社会福祉センター第1会議室 青木(淳)

15 木 14:00～17:00 多摩湖ふれあいセンター 19 木 14:00～17:00 多摩湖ふれあいセンター 黒　田

－ － － － － － － － 當　間

－ － － － 8 日 12:30～18:30 サロン「園」 工　藤

－ － － － － － － － 髙橋(文)

22 木 13:00～16:00 社会福祉センター － － － － 副　島

－ － － － 12 木 8:35イン 西武園ゴルフ場 紅松 喬

16 金 14:00～16:30 市民センター 20 金 15:40～18:30 萩山公民館 山　本

－ － － － － － － － 滝　川

野球 － － － － － － － －

ラグビー － － － － － － － －

31 土 15:40～17:00 萩山公民館 29 日 15:40～17:00 萩山公民館 大　森

－ － － － － － － － 藤　井

－ － － － 7 土 13:00～15:00 シルバー人材センター

－ － － － 21 土 13:00～15:00 シルバー人材センター

10 土 13:00～15:00 隠厨 中国菜館 久米川 － － － － 小野(浩)

24 土 14:00～16:30 サンパルネ・ホール － － － － 岡　田

－ － － － 21 土 14:00～16:00 サンパルネ・ホール 黒　田

ゴルフ同好会

ウオ―キングの会

吉田(劭)

28水9:00～13:00運動公園C 23月9:00～13:00前川公園Ｅ

カラオケ同好会

園 芸 の 会

麻雀 同好会

音楽 同好会

俳句 同好会

郷土史の会

テニス同好会

囲碁 同好会

    　　　　　　　同好会･イベント　短期予定表 ―：対象月に開催予定無し、＊：ニュース編集時点で未定。

8 月 9月 世 話 人
（問合せ先）

同好会・行事

写真を楽しむ会

パソコン同好会 小　菅

市民雑学講座

お誕生会

納涼会

グロ－バルサロン英語の会

小　森

女  子  会

書 道 同 好 会

早稲田スポー
ツ

を応援する会


